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【研究成果の概要】 	 （文字の大きさ 9 ポイント・字数 800 字 ～ 1600 字 程度） 	 
	 

	 本 研究では，星空を媒体とするコミュニケーション手法の可能性を探求した． 	 

	 様々なコミュニケーションに情報通信技術が活用されるようになってきた．本研究は，

全く新しいコミュニケーションとして，異なった時間，異なった場所を繋ぐために“星空”

を利用する手法を提案し，それを実現するシステムを開発した．これは，スレート PC を

介して星空（天球）にアノテーション（落書き）ができ，また，そのアノテーションを複

数のユーザで共有閲覧できるものである． 	 

	 本開発では，検討の結果，コミュニケーションモードとスターマップモードの二つのモ

ードを明確に分けて用意することにした．前者はリアルタイムで星空を見ている人とコミ

ュニケーションをするためのモード，後者は過去に星空を見ていた人のアノテーションを

閲覧するモードである．二つに分けることで，前者は過去のデータを不必要に取得する必

要がなくなる，後者はリアルタイムでデータを取得する必要がなくなるといった，処理速

度を早めるための効果が生まれるとともに，ユーザインタフェースを簡素化できるからで

ある． 	 

	 開発したツールを 2 人 1 組で 2 組，計 4 人に使ってもらったところ，手書きで自由にコ

メントを書き込めるので楽しい， PC 本体を向けた方向の星空が画面に表示されていくの

で，様々な方向の星空を見たいと思った，自分が好きな時間帯の星空を簡単に表示するこ

とができてよかった等，本研究のコンセプトを認める意見が得られた． 	 

	 一方で，星座に詳しくないので，画面に表示された星空のどこに星座があるかわからな

かった，間違って書き込んだコメントを消せなかったのが不便，相手のコメントを見つけ

るのが大変だった等，機能的な不備を指摘する意見が得られた．今後は，これらの問題点

を解決するために，星座名や星座線，星座絵などを表示できる機能や，アノテーションが

書き込まれると矢印などで方向を誘導する機能や，星空全体を１つのマップとして全体か

ら書き込まれている部分を選択できるようする機能の実装を方法などで改善していきた

い． 	 

	 また，今回の実装では数人が接続する環境を想定している．今後，不特定多数が接続し

合えるシステムに拡張し，理科教育に適用できるツールとしていくことが課題である． 	 
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使用額内訳 	 	 

物品費 	 旅費 	 その他 	 

	 円 	 

507,800	 

円 	 

46,100	 

円 	 

6,000	 

使	 
	 
	 

用	 
	 
	 

内	 
	 
	 

訳	 

品 	 	 名 	 	 等 	 数 	 量 	 単 	 価 	 金 	 額（税込）	 備 	 考 	 

＜物品費＞  
 
スレート PC 
 
デジタルカメラ  
 
６軸センサ  
 
ソフトウェア  
 
記録メディア  
 

	 

	 

１台 	 

	 

１台 	 

	 

１個 	 

	 

１式 	 

	 

１式 	 

円 	 

	 

138,600	 

	 

222,000	 

	 

80,000	 

	 

48,000	 

	 

19,200	 

円 	 

	 

138,600	 

	 

222,000	 

	 

80,000	 

	 

48,000	 

	 

19,200	 

	 

＜旅費＞  
 
仙台， 1 人， 2 泊３日  

	 

	 

	 

	 

46,100	 

	 

	 

46,100	 

	 

	 

＜その他＞  
	  
学会参加費  

	 

	 

	 

	 

6000	 

	 

	 

6000	 

	 

使使 用用 総総 額額 	 	 559,900	 

	 

「「 重重 点点 研研 究究 費費 」」 配配 分分 額額 	 	 560,000	 

	 	 	 	 使使 用用 総総 額額 がが 配配 分分 額額 をを 超超 過過 しし たた 場場 合合 はは 、、 超超 過過 分分 のの 支支 出出 財財 源源 及及 びび 金金 額額 をを 記記 入入 すす るる ここ とと 。。
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